
科目分類 看護専門科目 応用看護 開講時期 3年 前期 

科目名 救急看護学 

選択/必修 選択 単位数（時間数） 2単位 30時間 授業形態 講義 

担当教員 河合 正成 ・ 池原 弘展 ・ 山﨑 加代子  

メールアドレス m-kawaai@tsuruga-nu.ac.jp  オフィスアワー 講義前後・随時 

 

授業目的 

救急看護の特殊性を理解する。 

救急外来におけるトリアージの重要性やトリアージの方法を理解する。 

緊急・重症患者のフィジカルアセスメントと看護について理解する。 

一次救命処置（Basic Life Support）をマスターできる。 

授業概要 

救急外来における初期診療の流れ、緊急・重症患者のフィジカルアセスメン

トと看護について学習する。救急外来を受診する患者におけるトリアージ

の重要性、その視点やキーワードについて学習する。また、救急疾患、重症

外傷の病態の基礎知識を学習する。主要症状から緊急度・重症度を判断しア

プローチしていく看護を学ぶ。 

授業計画 

第 1回   救急看護の概念 
（救急医療体制、法的・倫理的側面、救急患者特徴） 

              
第 2回   急病・外傷患者のトリアージ 

（救急外来での初期トリアージ、ABCD） 
 
第 3・4回   主要な病態とフィジカルアセスメント、症状別トリアージ 

（意識障害、ショック、頭痛、胸痛、腹痛、中毒、外傷等） 
 
第 5・6回  初期診療と看護 （救急外来における看護） 

呼吸困難、ショック、救急外来におけるアセスメント 
 
第 7回   初期診療と看護 （救急外来における看護） 

小児・高齢者、マイナーエマージェンシー      
 
第 8回    クリティカルケア看護概論 （集中治療室における看護） 

：熱傷含 
 
第 9回    救急領域における家族看護の特殊性 
 
第 10・11回  演習：救急外来におけるアセスメントの実際 
 
第 12～15回   AHA BLS ヘルスケアプロバイダーコース 
  
担当者   第 1・2回 山崎加代子   

第 3～7回 河合正成 
第 8・9回 池原弘展   
第 10・11回 河合・池原・山﨑 他  
第 12～15回 河合正成、外部講師 

mailto:m-kawaai@tsuruga-nu.ac.jp


教材 

参考文献等 

教科書：林寛之・前田重信；Dr.林のワクワク救急トリアージ、MCメディカ 

卯野木健：クリティカルケア看護入門 Gakken 

参考書：林寛之・今明秀；外来でも病棟でもバリバリ役立つ！救急・急変対

応、MCメディカ 

成績評価 

基準・方法 

筆記試験（80％）、BLS ヘルスケアプロバイダー資格取得（20％）の合計に

より評価する。基準は、60点以上を合格とする。 

履修要件 成人急性看護学を履修していること。 

留意事項 

その他 

本科目を修得していないと救急看護学実習は履修できません。 

第 12～15回で必要な受講テキスト、フェイスマスク、登録料が別途かかり

ます。 

実務経験のある

教員の教育方法 

看護師としての超急性期にある患者の看護の経験を活かして、救急看護

の基本的な知識や看護実践に必要な技術について講義を行う。 

 


